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ミド リ シ ジ ミ 類 に お ける 幼 忠 食性 の 進化 
白 水 隆 ? 
Evolution of the food-habits cf larvae of the Thecline butterfHies 


By TAkAsHr SHrROzu1 


緒 


ミド リン シン ジミ 類 の 皇 産地 は 西北 ヒマ ラ ヤ より シッ キム , アッ サム , 北 ビ ル マ , 中 国 , 台湾 山地), 日 本 , 朝鮮 
満州 , ウス リー, アム ー ル に 理 る 温暖 帯 林 で あっ て , この 地域 に その 全 種 数 の 9 割 以上 が 分 布 し て いる . その 
中 で も 日 本 は その 面積 の 狭小 で ある こと を 考え に 入れ る と , これ ら の 地域 の 中 で も その 種類 の 最も 豊富 な 場所 で 
ある と 言え よう . さら に 所 産 シ ジミ チョ ツウ 科 総 種 数 に 対す る ミド リ シ ジ ミ 類 の 割合 を 考え た 場合 に は , その 値 は 
1/3 を 知 に 超え , 恐らく 日 本 は その 最高 位 に ある . また ミド リ シ ジ ミ 類 は その 色彩 , 斑紋 の 美 し さ 及び その 変化 
の 多様 性 に よっ て , さら に それ に 採集 の 困難 さも 手伝っ OR MHR 喚起 し た . 日 本 に 
お いて ミド リシン ジミ 類 に 関す る 知識 が 世界 の 最高 水準 と まで 言わ れる 程度 に 発達 し た と と は いわ れ の な いと と で 


中 








は な い . 
日 本 産 24 種 の ミド リン シ ジミ Ra 弘 ・ 伊 藤 修 四郎 両 
博士 (1942) に よっ て 先 軸 を つけ られ た 届 の 分 類 も , 筆者 と 山本 英 穂 氏 の 研究 (1956) 1 ょ っ て ig ほ 大 さわ 


大 ま か な が ら 属 の 系 統 図 さえ 作成 され る に 至っ て いる , し か し な が ら 一 方 外国 種 に 目 岐 ず る と ヨー セロ ッ ス パパ 産 の 
3 種 , 北ア メリ カ 産 の 2 種 を 除い て は 僅か に アム ー ル 産 の 1 種 , 西 ヒ マラ ヤ 産 の 2 種 に つい て その 食性 が 知ら れ 
て いる だ け で あっ て , 中 国 よ り ヒ マラ ヤ に か け て 分 布 する 極め て 多 RM 
RR RR ES を 考え る に は 資料 が 甚だ 不足 し て いる こと と が 痛感 さ 
. 特に 系 統 上 , 重 妥 な 位置 を 占め る と 思わ れる 外国 産 の 多く の 属 の 食性 が 全く 不明 で ある こと は , その 考察 
NSR 
以上 の よう な 状態 に お いて ミド リ シ ジ ミ 類 の 幼虫 食性 の 進化 に つい て 考察 を 加え る と と は 疑 NII 
あり , 無 護 の そし り は まぬがれ な い が , 外国 産 種 の 多く の も の の 食性 が 遠く な い 機 会 に 判明 する 可能 性 は 現状 で 
は 殆 ん ど 考 えら れ な い の で , この 機会 に 現状 に 立脚 する 私 の 考え を まとめ て みる こと に し た . 0 な っ 
て 日 本 産 種 の 潜在 食性 に つい て の 研究 が 促進 され る こと に な れ ば , その 面 か ら 幼 虫 食 性 の 進化 に 関す る 重要 な デ 
ー タ が えら れる と と が 期待 され る . 本 廊 執 筆 の 目的 の 一 つ は そこ に ある ,. 




















ミド リ シ ジ ミ 類 の 分 類 

ミド リ シ ジ ミ 類 の 中 で も 8 の 次 表 が 金 緑色 に 輝く Chrysozephyrus, Neozephyrus, Austrozephyrus, 
Favontus な どの 講 属 は 各種 が 外観 的 に 酷似 する の で , その 分 類 は 特に 若 し く 混 乱 し て いた . これ ら に つい て は 
英国 の Mr. N.D. Rirgy。 我が国 の 江崎 , 柴 谷 。 村山 , 林 の 諸氏 や 筆者 ら の 研究 に よっ て 潤 次 整理 が 行わ れ て 
きた か , 英国 の Mr. G. 本. HowAsrn は British Museum に 保存 きれ る タイ プ を 含む 英 天 な ュ コレクション に 
つい て 上 記 前 3 属 に 含ま れる 種 の 再 検討 を 行い , 1957 年 に 割 期 的 な 成果 を 発表 し た . 同 包 の 益 力 よっ て 上 3 
属 に つい て の 種 の 分 類 は ゆる ぎの な いも の に な っ た と いう こと が 出来 る . 

一 方 , 柴 谷 ・ 伊 藤 両 氏 に よっ て 先 黄 を つけ られ た 属 の 分 類 は , 筆者 ら の 研究 に よっ て 世界 的 規模 に まで 拡大 さ 
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れ , 


これ に よっ て ミド リン シジミ 類 の 属 分 類 の 骨組 み は ほ ば ぼ 完 成 し た と 言え よう . 


次 に 示す 世界 の ミド リ シ ジ ミ 類 の 一 覧 は 筆者 ら の 属 分 類 に Mr. HowAsrm に よっ て えら れ た 種 の 分 類 の 成 栄 
を と り 入 れ た も の で ある . 1957 年 に Mr. HowAsrn が 論文 を 発表 し た 際 に は Neozephyrus, Chrysozephyrus 


の 2 





属 に 含ま れる も の が , すべ て Neozephyrus と し て 扱わ れ て いる が , こ れ は 筆者 ら の Chrysozephyrus の 新 属 


嘆 








の 発表 が 彼 の 論文 印刷 着手 前 に 問 に 合わ な か っ た た めで 彼 は その 論文 校正 中 に 筆者 らち の 論文 を 見 て C 婦 yso- 
zephyrus の 分 OR を 認め て いる . 従っ て 同氏 の Neozephyrus 属 に 含め た 種 は , Neozephyrus と 
Chrysozephyrus の 2 属 に 分 割 す べき も の で , ここ で は 同氏 の 示し た 8 交尾 器 の 図 及 び 記 載 に よっ て 各種 を それ 
ぞ れ 両 属 に 配分 し た . 


Oe 








世界 に 産 す る ミ ドリ シジミ 類 の 属 及 び 種 の 一 覧 
(この 目録 で は 種 名 まで に と ど め , 亜 種 名 以下 は 全部 省略 した) 





Genus Ussuriana Turr, 1907 

michaelis (OmrrkTHUR, 1880) コン ゴウ シジミ Ussuri, Korea, China. 
gabrielis (LEEcn, 1881) W. China. 

takarana (Araki & HisAyAwA。 1941) タカ ラ シ ジ ミ Formosa. 
stygiana (Burrsr, 1881) ウラ キン シジミ Japan. 


Genus Coreana Turr。 1907 


raphaelis (OpgrTHUR, 1880) チョ ウ セ ン ア カシ ジミ Ussuri, Manchuria, Korea, Japan. 


Genus Artopoetes CiaPMAN, 1909 


pryert (Murray, 1873) ウラ ゴマ ダラ シン ジミ Amur, Manchuria, Korea, Japan. 


Genus Laeosopis RAMBuR, 1858 
roboris (EspEs, 1793) S. Europe. 


Genus Gonerilia SHrROzu & YaAwaworo, 1956 


seraphium (OBERTHUR, 1886) C & W. China. 


Genus Cordelia SHrROzU & YAwAworo, 1956 
comes (LEEcg。 1890) C. & W. China, Formosa. 


Genus Shirozua SIBATANI & Iro, 1942 


jonasi (JANsoN。 1877) ム モ ン ア カシ ジミ Amur, Ussuri, Manchuria, N. China, Korea, Japan. 
Genus Thecla Fasricius, 1807 

betulae (Linng, 1758) チョウ セン メス プア カシ ジミ Europe to China, Manchuria, Korea. 
betulina STAUDINGER, 1887 ガイ マメ スプ カシ ジミ Amur, Korea. 


Genus Protantigius SHIROzU & YAwaAwoTo, 1956 


superans (OBERTHUR, 1914) ギン ジン ジミ China, Korea. 


Genus Leucantigius OHIROzU & MurayaMa, 1951 


atayalicus (SHirO0zU & Murayama, 1943) ヒメ シロ ンジ ミ Formosa. 


Genus Ravenna SHIROzU & YamamoTo, 1956 


nivea (Nirg, 1920) シロ ンジ ミ Formosa. 
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か 9 NR ピロ 


Genus 4 ヶ gzggz SiBATANI & lro, 1942 
enthea (JANsoN。 1877) オナ ガン シジミ Amur, Manchuria, China, Korea, Japan, Formosa. 


Genus Antigius SriBATANI & ITo, 1942 
attilia (BsEwgm, 1861) ミズ イロ オナ が ガ シ ジ ミ Amur, Manchuria, Mongolia, China, Korea, Japan, 


Formosa. 


butleri (FENroN, 1881) ウス イロ オナ が ガ シ ジ ミ Ussuri, Manchuria, Korea, Japan. 


Genus Chaetoprocta de NErcviLL, 1890 
odata (HEwrrsoN。 1865) W. Himalaya. 


GenuS Wagimo SrBATANI & ITo。 1942 
signata (BuTrLER, 1881) ウラ ミス ジ シ ジミ Ussuri, Manchuria, Korea, Japan. 


sulgeri (OBERTHUR, 1908) タイ ワン ウラ ミス ジ シ ジミ China, Formosa. 


Genus Japonica Turr, 1907 
saepestriata (Hrwirson, 1865) ウラ ナミ アカ シジミ Manchuria, Korea, Japan. 


lutea (HEwrrsoN。 1865) アカ シジミ Amur, Manchuria, Korea, Japan, Formosa, Thibet. 


GenuS Euaspa Mooks, 1884 

milionia (Herwirson, 18699 タイ ワン イチ モン ジ シ ジミ Himalaya, Formosa. 
pavo (de Nrc#vrLrg, 1887) Bhutan, Naga Hills. 

forstert (FsAki & SHIROzU, 1943) フォ ルス ター ミド リ シ ジ ミ Formosa. 


tayal (EsAgir SnisOzu,。 1943) タイ ヤル ミド リ シ ジ ミ Formosa. 


Genus Howarthia SnrROzU & YAwaAworo。 1956 
coelestis (LEgcg, 1890) W. China. 


Genus Habrodais ScuppEs。 1876 


grunus (Borspuvar。 1852) N. America. 


Genus Tratsume SIBATANI & ITo。 1942 


orsedice (BuTLER。 1881) ウラ クロ シン ジミ Japan, Formosa. 


GenuS Teratozephyrus SIBATANI, 1946 

arisanus (WiLeMan, 19092 アリ サン オナ ガ シ ジ ミ Formosa, W. China, Yunnan. 
hecale (LEEcg, 1894) シラ キミ ドリ シジミ W. China, Formosa. 

neis (OBERTHUR, 1914) W. China. 


Genus Esakiozephyrus SHIR6ZU & YamamoTo, 1956 

icanag (MoosE, 1874) W. China. 

tsangkie (OBERTHUR, 1886) W. China. 

mandara (DonekrTy, 1886) め Kulu~Garhwal, Kumaon, Bhutan, Thibet, W. China. 





2) 独立 種 と され た こと の ある ouvrardi Rirgy。1939 (Yunnan), picgquenardi OskrTHUR, 1914 (W.China) 


は Mr. G. TT.Howarth (1957) に よれ ば いずれ も 本 種 arzsanus の 亜 種 で ある . 


3) 独立 種 と され た こと の ある 6 の efz OpErTHUR, 1886 (W. China, Thibet), dohertyi de NicvrLrE。 1888 


(Kulu~Garhwal) 及び irma Evans, 1927 (Bhutan) は Mr. G. T. Howarrg (1957) に よれ ば それ ぞ 
れ 本 種 mandara の 亜 種 で ある . 
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Genus Neozephyrus SrBATANI & Iro, 1942 


1. tazila (BsEMEm,。 1864) ミド リン シジミ Amur, Manchuria, Korea, Japan. 
2. cozzscgzs (LEEcg,。 1893) W. & C. China. 
3. taiwanus (WiLEMAN, 1908) タカ サ ゴ ミド リ シ ジ ミ Formosa, 
4. suroia (TyrLer, 1915) Manipur, 
5. dubernardi (Rirgy。 1939) Yunnan. 
6. helenae HowarTH, 1957 W. China. 
Genus Chrysozephyrus SHIROzU & YamamoTo, 1956 
1. aurorinus (OBERTHUR, 1880) アイ ノミ ドリ シジミ Ussuri, Manchuria, Korea, E. China, Japan. 
2. sikkimensis (HowarTH, 1957) comb. nov. Sikkim. 
3. nigroapicalis (HowarTH, 1957) comb. nov. W. China. 
4. kabrua (Tyrrer, 1915) カノ ミド リ シ ジ ミ Sikkim, Naga Hills, Manipur, Formosa. 
5. scintillans (LEEcm, 1893) Yunnan, S. & W. China. 
6. watsont (Evans, 1927) comb. nov. Burma. 
7. letha (WaTsonN, 1897) comb. nov. Burma. 
8. esakii (SoNaN, 1940) エサ キミ ドリ シジミ Formosa. 
9. vittatus (TyrLgs,。 1915) Naga Hills, Manipur, W. China. 
10. marginatus (HowAsrg。 1957) comb. nov. W. China. 
11. zog (de NicEvirre, 1889) Sikkim, Manipur. 


= 
to 


. tytleri (HowarTH, 1957) comb. nov. Manipur. 


トー 
co 


. sandersi (HowarTH, 1957) comb. nov. Sikkim. 


ェ ー 
に 


. intermedius (上 YTLER,1915) Manipur, Sikkim. 
. desgodinsi (OsERTHOR。 1886) W. China, Yunnan. 
. duma (HEwrrsoN。 1869) Sikkim, Bhutan, Manipur, Thibet, Yunnan. 


テー ロビ 
oo MN 


17. tatsienluensis (Murayama, 1955) W. China. 
18. nishikaze (ARAkr & SigaTANI, 1941) ニシ カゼ ミド リ シ ジ ミ Formosa. 
19. yunnanensis (HowarTH, 1957) comb. mov. Yunnan. 


to 
つ 


. smaragdinus (BrEMER, 1861) メス アカ ミド リシン ジミ Amur, Korea, C. China, Japan. 


. tienmushanus SHIROZU & YAwAworo,。 1956 E. China. 


Do to 
to ビデ 


. chinensis (HowarTH, 1957) comb. nov. W. China. 

23. souleana (RiLky, 1939) W. China, Yunnan. 

24. disparatus (Howarrg, 1957) タイ ワン ミド リン ジミ Sikkim, Assam, W.China, Yunnan, Formosa, 
25. rarasanus (MarsumUrA, 1939) ララ サン ミド リシン ジミ Formosa. 

26. mushaellus (MaTsUMURA, 1938) ムシ ャ ミド リ シ ジ ミ Formosa, S. & W. China. 
27. hisamatsusanus (Nacaml & Ismica, 1935) ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ Japan. 

28. birupa (Moosg, 1877) W. Himalaya, Nepal. 

29. bhutanensis (HowarTH, 1957) comb. nov. Bhutan, Nepal. 

30. triloka (HANNycTON, 1910) Kumaon. 

31. kirbariensis (TyrLer, 1915) Naga Hills, Manipur. 

32. paona (TyrLkr, 1915) Manipur. 

33. khasia (de NictvirrLg, 1890) Assam, Manipur. 
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34. Jjakamensis (TyrrLrr, 1915) IManipur. 

35. assamicus (上 YTLER。 1915) Nepal, Sikkim, Assam, Manipur, Bhutan. 

36. syla (Korras, 1848) Afghanistan to Kumaon. 

37. atazus (Dougrgpay & Hewirson, 1852) キリ シマ ミド リ シ ジ ミ W. Himalaya to Burma, Assam, 
W. China, Japan. 


38. yauchingkinus Murayama & SuHimoyama, 1960 ホリ シャ ミド リシン ジミ Formosa. 


Genus Austrozephyrus HowarTH, 1957 
1. absolon (Herwirson, 1865) Java, Sumatra, Malaya. 


2. borneanus (PEnpLEsURYy, 19394 Borneo. 


Genus Hypaurotis ScuppEr, 1876 


l. crysalus (Epwarps, 1873) N. America. 


Genus Quercusia VEeriTy, 1943 
1. guercus (LiNnE, 1758) Europe, 
2. fujisana (MArsuwusA, 1910) フジ ミド リン シン ジミ Japan. 


(Genus Favonius OrIBATANI & Iro, 1942 


1. saphirinus (STAUDINGER, 1887) ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ Amur, Manchuria, Korea, Japan. 
2, orzentalis (MURrray, 1875) オオ ミド リシン ジミ Ussuri, Manchuria, Korea, Japan. 

3. yuasai SHrROzU。 1947 クロ ミド リシン ジミ Japan. 

4. cognatus (STAUDINGER, 1892) ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ Ussuri, Manchuria, Korea, Japan. 
5. Jezoensis (MArsuwusA, 1915) エゾ ミド リン シン ジミ Japan. 

6. latifasciatus SgrROzu & HAYAsmgr。1959 ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ Japan. 

7. ultramarinus (FixsEN。 1887) ハヤ シミ ドリ シジミ Manchuria, Korea, Japan. 

8. suffusa (LEEcn。 1893) W. China. 


属 の 所 属 不 明 種 
“Dipsas” minerva LEEcg,。 1890 C. China (ichang,). 
2. “Dipsas” melpomene Lerci, 1890 C. China (Chang-yang). 
3. “Dipsas” thespis LEEcg, 1890 C. China (Ichang’. 
以上 3 種 は 恐らく Gonerilia 又は Cordelia, 或 は それ に 近 縁 の も の と 推定 され る . 
4. “Zephyrus”’ zotelistes OBERTHUR, 1914 W. China. 
5. “Zephyrus”’ vallonia OBERTrnOm, 1914 W. China. 




















6. “Zephyrus” ziha HEwirsoN。 1865 Murree~Kumaon. 

以上 3 種 は 恐らく Teratozephyrus 又は Esakiozephyrus, 或 は それ に 近 縁 の も の と 推定 され る . 
7. “Thecla”’ courvoisieri OBERTgOR。1908 W. China. 

“Thecla”’ yangi Rmrsy。 1939 S. China. 

“Zephyrus”’ melli FossrsR, 1940 S. China. 
10. “Zephyrus”’ kwantungensis FossrEs。 1942 S. China. 








4) Mr. G. 芽 . HowAsrm(1957) は borneanus を 彼 の 新 属 Austrozephyrus ( 届 の タイ プ は absolon) に 入 、 
れ た か 。 彼 の 示し た 8 交尾 器 の 図 及 び 記 載 に よれ ば , これ は 恐らく 別 属 ( 新 属 ): と すべ きも の で ある . 
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1893 W. China. 
1914 W. China. 


11. 
12. “Zephyrus” 
世界 に 産 す る ミド リ シ ジ ミ 類 の 
は 上 に 示し た よう に 28 属 に 分 類 さ れる . 


“Zephyrus” pedaius LEEcH, 


atab yrius OBERTHUR, 


る 公 
PON 


その 中 
























































種 数 は 私 の 知る 限り , 現在 まで に 分 っ て いる の は 上 記 の 106 種 で あり 。 と これ 
こ は ボ ルネ オ 産 の 6orneanus の よう に 恐らく 新 属 と 思わ れれ る 





も の が 未 分 見 の まま 残さ れ て お り , 末尾 に あげ た 所 属 不明 の 12 種 が 未 研究 の まま 残さ も て いる が , これら の 研究 
が 行わ れれ ば 属 の 数 は さら に いく つか 増加 する も の と 予想 され る 。 中国 より ヒマ ラ ヤ に 互 る 地域 は と の 類 の 豊 庫 
で ある が , 採集 調査 は 不 充分 で 現在 まで 1 頭 , 或 は 2 頭 し か 採れ て な い 種 が いく つか ある と ころ を 見 る と , この 
地域 か ら は 未だ 未だ か な り の 新種 が 発見 され る こと が 期待 され る 
ミド リ シ ジ 類 の 系 統 
第 1 図 に 示し た の は 私 と 山本 英 穂 氏 の 共同 研究 ? に よっ て 1956 年 に 作成 し た ミド リ シ ジ ミ 類 各 悦 の 系 統 関 ] 係 推 
定 模式 図 で ある . この 系 統 図 は 成虫 の 形態 的 特徴 に 基 い て 作成 し た も の で , 幼生 期 の 形態 ・ 生 態 , 幼虫 の 食性 な 
i ON 幼生 期 の 形態 的 特徴 や 幼虫 の 食性 の 知識 を 考 に 入れ て 改め て こと | 
を 眺め て みる 若干 の 修正 が 必要 で あろ うこ と が 感 ぜ られ る が , 現状 で は 未だ それ を 行う だ け の 資料 が 整 
いな い の で , 山寺 の 系統 図 を 基礎 と し て 幼虫 食性 の 進化 に つい て 考察 を 進め る i 
S Chrysozephyrus 
皿 品 
ご S Favonius Neozephyrus 
の 
円 . Iratsume 
選 選 Quercusia 
Fm 
= Esakiozephyrus 
az ー —ー Teratozephyrus "ーーーーー 一 ーーーーーーーーーーーーーThecla 
A 
= | . 
〇 a Hypaurotis Howarthia Habrodais 
記 較 Laeosopis 
の Euaspa Wagimo Ravenna | 
還 Chaetoprocta 
ン 2 
回 72 Antigius Leucantigius 
D Araragi Shirozua 
© 0 D1 C9 Cordelia / Gonerilia 
還 ー 3 Ca Protantigius リュ ニン Cz 
> 
攻 C Artopoet 
on As 1 B Ussuriana a 
i < Japonica 1 
び ) に 
思う 
< 
PF 
の 





3 








第 1 図 E 模 式 図 (白水 ・ 山 本 , 1956) 





ドリ シジミ 類 各 属 の 系 統 関係 推 
Aastrozephyrus は 含ま れ て いな い . 











NT エー 


Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


(150 ) 蝶 と 昌 [Vol. XII 





第 1 段階 Clst stage) に お か れ た Ussuriana, Coreana, Artopoetes, Protantigius, Japonica の 5 属 は 最も 分 
化 の 程度 の 低い 最 下 等 な 属 で , 8 の 前 脚 は ゃ と 同様 な 明瞭 な 分 節 構 造 を し , その 先端 に 爪 を 具 え る , 体 に 対す 
る 頭 部 の 大 き さ , 頭 部 に 対す る 複眼 の 大 き さ は と も に 小さ く , 複眼 は 全く 裸 か 或 は 殆 ん ど 宰 で ある . 次 形 は 丸く 
8 同様 か 或 は 殆ど 同様 , 色彩 ・ 下 紋 も 全く 牙 は 殆 ん ど 同 様 で , 次 表 に 金属 鱗 を あら わす よう な も の は な いい. 

第 2 段階 2nd stage) に お か れ た 諸 届 で は 8 前 脚 の 分 節 構造 を 失い , 各 唄 節 は 融合 し て 科 状 と な り , 先端 の 
爪 も る 消失 する 。 複眼 は 裸 か 或 は 下面 に 僅か に 毛 を 生ずる 程度 で , 複眼 の 大 き さ は 8⑧\ に よっ て 殆 ん ど 差 が な い . 
麹 形 は $ に お いて も 円 く , 色彩 ・ 琉 紋 は 8 ? 全く 同様 , と き に 若干 の 差 を あら わす . 

第 3 段階 C3rd stage) に お か れ た 諸 属 で は 8 9 間 の 差異 は 第 2 段階 の も の より , 一 層 顕 著 と な り , 8 前脚 路 
節 は 筒 状 , 先端 の 人 爪 が 消失 する ほか , 頭 部 , 次 形 , 次 斑 に 著しい 3$ ? の 差 が あぁ あらわれる, 体 に 対す る 頭 部 の 大 き 
さ , 頭 部 に 対す る 複眼 の 大 き さ は と も に 大 と な り , 複眼 に は 全面 に 著しい 毛 を 生ずる . さら に 頭 部 に 対す る 複眼 
の 大 き さ 及 び 複 上限 に お ける 毛 生 の 量 は 8 ? に よっ て 差 を あら わし , に 較べ て る は 造 か に 大 と な る . 麹 形 で は 円 
い ゃ の 次 形 に 対し て 8 で は 舌 鋭 化 が 見 られ , 8 で は さら に 亡 表 に 金属 光沢 鱗 が 発達 する . 

を の ほか 全体 を 三 分 枝 (第 1 図 の A」 A。 A。) に , 或 は それ を さら に 細分 枝 に 分 けた 形態 的 基礎 や 系 統 考 宗 上 
の 細か な 論議 は 前 出 の 論文 に 詳 述 し た の で , 本 文 の 目的 上 こと に は 再 記 しない. 

















ミド リ シ ジ ミ 類 各種 の 食性 


現在 知ら れ て いる 世界 の ミド リ シ ジ ミ 類 の 総 種 数 は 28 属 106 種 ,。 その うち 食性 が 記録 され て いる も の は 18 属 
31 種 で , その 食 草 の 一 覧 を 示す と 次 表 の よう に な る . 





世界 に 産 す る ミド リ シ ジ ミ 類 の 食 草 一 覧 


1. Ussuriana stygiana BurLER (ウラ キン シジミ ) 
Oleaceae モク セイ 科 
Frazinus japonica トネリコ (松村 , 1929: 小田 , 1959: etc.) 
Frazinus lanuginosa VaT。 serrata コバ ノ ト ネリ コ ( 林 , 1952: 湯浅 , 1952: etc. ) 
Frazinus longicuspis ヤマト アオ ダ モ (小田 , 1959: 小田 ・ 室 谷 , 1959) 
Frazinus Spaethiana シオ ジ (安河内 。 1961) 
2 ホソ バア オダ モ ” (小田 , 1959: 小田 ・ 室 谷 , 1959) 


2. Coreana raphaelis OBERTaOR (チョ ウ セ ンプ アカ シジミ) 
Oleaceae モク セイ 科 
Erazinus japontca トネリコ (中 原 ・ 小 田 , 1953: 岡野 , 1953: etc.) 
Frazinus mandschurica var. japonica ヤ チ ダ モ (小田 , 1954) 














Frazinus lanuginosa var. serrata コバ ノ ト ネリ コ (別名 アオ タゴ ) (小田 。1954) 


3. Artopoetes pryeri MURRAY (ウラ ゴマ ダラ シ ジ 


) 


ブフ 


Oleaceae モク セイ 科 
Ligustrum obtusifolium イボ タ (Wileman, 1915: 林 , 1952: etc.) 
Ligustrum Tschnoskit ミヤ マイ ボタ (北村 , 1955) 
Ligustrum ovalifolium オオ バイ ボタ ( 盤 旦 , 1950) 





5) Sars6zu TT. 層 HH. YAwaworo (白水 隆 ・ 山 本 英 穂 ), A generic revision and the phylogeny of the 
tribe Theclini [ミド リ シ ジ ミ 族 の 属 の 分 類 と 系 統 ], Sieboldia, 1(4) : 329-421, pl. 35-85, 1961. 
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Syringa amurensis (Amur) (Leech, 1892) 
Syringa reticulata ハシ ドイ (松村 , 1929: 館山 ・ 小 野 , 1959: etc.) 
*Ligustrum japomcum ネズ ズミ モチ (田中 ・ 若 林 , 1961) 


4. Laeosopis roborzs Esrgr (南欧 産 ) 
Oleaceae モク セイ 科 
Frazinus ezcelsior (Europe) (Ruhl, 1893) 
“privet” [| Ligustrum vulgare]} (Europe) (Seitz, 1910) 


5. Shirozua jonasi Janson ( ム モ ンプ カシ ジミ) 
Aphid+Fagaceae (or Anacardiaceae) アブ プラ ムシ オキ ブナ 科 (又は ウル シ 科 ) 
Aphids on Ouercus アプ ブラ ムン ( 林 , 1952: etc.) 
Ozezczs dentata カシ ワ (松村 , 1907: 林 , 1952: etc. ) 
Quercus acutissima クヌギ (松村 , 1914: 林 , 1952: etc.) 
Quercus serrata コナ ラ (松村 , 1907: 小野 。 1952: etc. ) 
Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (小島 , 1955: 外 崎 , 1958) 
*Castanea crenata グリ (小島 , 1955) 
Anacardiaceae ウル シ 科 
Rhus SD. ウルシ (小島 , 1955) 


6. Thecla betulae LrNNE (チョ ウ セ ン メ スプ カン シン ジミ (欧州 一 朝鮮 産 )) 

Rosaceae (Amygdalaceae) バラ 科 (サク ラ 科 ) 

Rrunus spinosa (Europe) (Ruhl, 1893: Frohawk, 1934: etc.) 

Prunus domestica (Europe) (Frionnet, 1906: Blaschke, 1914: etc. ) 

Amygdalus sp. (Europe) (Eckstein, 1913: Lederer, 1921: etc. ) 
Betulaceae カバ ノ キ 科 

Betula alba (Europe) (Heyne, 1895: Eckstein, 1913: etc. ) 
Corylaceae ハシ バ ミ 科 

Corylus SD. (Europe) (Heyne, 1895: Eckstein, 1913: etc.) 
Salicaceae ヤナ ギ 科 

Populus sp. (Europe ) (Heyne, 1895: Eckstein, 1913: etc. ) 


7. Thecla betulina STAuprNeER (ガイ マメ ス ア カシ ジミ (アム ー ル ・ 朝 鮮 産 )) 
Rosaceae (Malaceae) バラ 科 (ナシ 科 ) 
Pyrus SD. (Amur) (Graeser, 1888) 


8. Antigius attilia BREMuER (ミズ イロ オナ が ガ シジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Quercus acutissima グ クヌギ (松村 , 1907; Wileman, 1915: etc.) 
Quercus serrata コナラ (松村, 1907: Wileman, 1915: etc.) 
Quercus mongolica モン ゴリ ナラ (Amur) (Graeser, 1888 ) 
Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (大 野 , 1935: 林 , 1951: etc.) 
Quercus dentata カン ワ (松村 , 1915: 林 , 1951: etc.) 
Quercus aliena ナラ ガン シワ (田中 ・ 若 林 , 1961 ) 
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Ozezczs variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
C yclobalanopsis acuta プ カ ガ ン シ (Wileman, 1915) 
*C yclobalanopsis glauca ブラ カシ (田中 ・ 若 林 , 1961) 


9. Antigius butleri FENToN (ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ ) 
Fagaceae ブナ 科 
Ozezczs dentata カシワ (沢田 , 1949: 林 , 1951: etc.) 
Quercus mongolica Var. grosseserata ミズ ナラ (沢田, 1949: 林 , 1951: etc.) 
Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
*Ozezczs acutissima クヌギ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
*Quercus serrata コナ ラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
*Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
*C yclobalanopsis glauca プラ カン (田中 ・ 若 林 。 1961) 
10. Wagimo signata BUrLrER (ウラ ミス ジン シン ジミ, ウラ スジ ジミ , クボ ウラ ミス ジ シ ジミ , ダイ セ シ シ ジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 
Quercus dentata カン ワ (松村 , 1919: 林 , 1951: etc.) 
Ozezczs serrata コナ ラ (杉原 , 1949: 林 , 1951: etc.) 
Quercus mongolica モン ゴリ ナラ (Amur) (Graeser, 1888) 
Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ ( 林 1951: 宮内 , 1952: etc.) 
Ozezczs acutissima クヌギ ( 林 , 1951: 中 条 , 1952: etc.) 
Quercus aliena ナラ ガン シワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Cyclobalanogpsis glauca アプ ラカン (田中 ・ 若 林 , 1961) 


11. Chaetoprocta odata HEwirsoN ( 西 ヒ マラ ヤ 産 ) 
Juglandaceae クル ミ 科 
Juglans regia (W. Himalaya) (Niceville, 1890: Mackinnon & Niceville, 1898) 


12. Araragi enthea JANsoN (オナ ガン ジミ ) 
Juglandaceae クル ミ 科 
Juglans mandshurica (Amur) (Graeser, 1888) 
Juglans ailanthifolia オニ グル ミ (岡野 。 1946: 林 , 1950: etc. ) 
ヒメ グル ミン ( 林 , 1950: 照 山 , 1951: etc.) 
Pterocarya rhoifolia サワ グル ミ (吉田 , 1959: 土井 ・ 梅 津 , 1961) 
Fagaceae ブナ 科 
* Quercus acutissima クヌギ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
** Cyclobalanopsis glauca アラ カン (白水 , 未 発表 ) め 


13. Japonica lutea Hewirson (アカ シジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 
6) 1961 年 に 福岡 市 で 青森 県 産 の も の を 多数 飼育 し た が , その 際 3 4 令 の 幼虫 に オニ = グル ミ の 若葉 と 共に 


アラ カン を 与え た と と ころ , オニ グル ミ の 若葉 が 充分 に 存在 する に か か わら ず , それ と 同 程度 に よく アラ カ 
シ の 葉 を 食べ た . この 時 に 受け た 感じ で は アラ カシ で も る 全 幼 虫 期 を 飼育 し うる 可能 性 は 強い と 思わ れ た . 
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Quercus acutissima クヌギ (松村 , 1907: 林 , 1951: etc.) 

Quercus serrata コナ ラ (松村 , 1907, 林 , 1951: etc. ) 

Quercus mongolica モン ゴリ ナラ (Amur) (Graeser, 1888) 

Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (大 野 , 1935: 高橋 ・ 葛 谷 , 1956: etc.) 
Quercus dentata カシ ワ (松村 , 1907; 館山 ・ 小 野 , 1959, etc. ) 

Quercus aliena ナラ ガン シワ (田中 ・ 若 林 。 1961) 

Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 

Cyclobalanopsis glauca プラ カン (河原 畑 , 1961) 





14. Japonica saepestriata HEwirsoN (ウラ ナミ アプ カシ ジミ) 
Fagaceae ブナ 科 
Ozezczs acutissima クヌギ (Wileman, 1915: 河田 , 1938: etc.) 
Quercus serrata コナラ (松村 , 1893: 林 , 1951: etc. ) 
Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (田中 , 若林 , 1661) 





15. Habrodais grunus BorspuvAr (北米 産 , 所 諸 ア メリ カゼ フィ ルス ) 
Fagaceae ブナ 科 
Quercus chrysolepis (N. America) (Dyar, 1893: Ehrlich, 1961: etc. ) 


16. Iratsume orsedice BurLER (ウラ クロ シン ジミ) 
Hamamelidaceae マン サク 科 
Hamamelis japonica マン サク ( 林 1951: 高橋 , 1955: etc.) 


Hamamelis japonica var. obtusata マル バ マ ン サ ク (富田 , 1954) 


17. Neozephyrus tazila BREMER (ミド リン シン ジミ) 
Betulaceae カバ ノ キ 科 
Alnus incana (Amur) (Graeser, 1888) 
Alnus japonica ハン ノ キ (名 和 , 1903: 河田 , 1929: etc. ) 
Alnus hirsuta ケ ヤ マ ハン ノ キ (河野 ・ 沢 本 , 1938) 
Alnus hirsuta var. sibirica ヤマ ハン ノ キ (別名 マル ババ ハンノキ ) (松村 , 1907: 河野 ・ 沢 本 ,1938: 
外 崎 , 1958: etc. ) 
“Alnus japonica var. arguta ヤ チ ハン ジノ キ ” (河野 ・ 沢 本 , 1938) 
Alnus crispa Subsp. Mazimowiczit ミヤ マハ ハンノキ (樺太 ・ 日 本 ) ( 堀 ・ 玉 綱 , 1937; 細野 , 1954) 
* Alnmus firma ヤシ ャ プン (戸沢 , 1935: 田中 ・ 若 林 , 1961) 
Rosaceae (Malaceae) バラ 科 (ナン 科 ) 
Malus pumila リン ゴ (朝鮮 ・ 日 本 ) (松村 , 1893: 町 田 ・ 青 山 , 1916: 桑山 。 1926: etc.) 
Fagaceae ブナ 科 
* Quercus variabilis アベ マ キ (河原 畑 勇 氏 , 1961 及び 1962 年 の 飼育 資料 に よる ) 
** Quercus acutissima クス ギ (松本 , 1954: 黒板 , 1956: 田中 ・ 若 林 , 1961) 

















18. Chrysozephyrus smaragdinus BsEMER (メス プ カ ミ ドリ シジミ ) 
Rosaceae (Amygdalaceae) バラ 科 (サク ラ 科 ) 
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Prunus Sargentit オオ ヤマ ザク グ クラ (別名 エゾ ヤマ ザク ラ ) (河野 ・ 沢 本 , 1938: 林 , 1950: etc. ) 
Prunus Matsumurana オク チョ ウジ ザク ラ (富田, 1954: 木村 , 1958) 
Prunus verecunda カス ミ ザ クラ (富田 , 1954: 木村 , 1958) 
Prunus Padus エゾ ノウ ワ ミ ズ ザ クラ ( 外 崎 。1958, 館山 ・ 小 野 , 1959: etc.) 
Prunus Jamasakura ヤマ ザク ラ (田中 ・ 若 林 , 1961: 安河内 。 1961) 
Prunus Buergeriana イズ ザク ラ ( 林 , 1952) 
* Prunus donarium ヤ エ ザ クラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Prunus yedoensis ソメイヨシノ (田中, 若林 , 1961) 
* Prunus subhirtella ヒガ ン ザ グラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
Fagaceae ブナ 科 
Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (木村 春夫 氏 , 未 発表 )2 
Corrylaceae ハン シンバ ミ 科 
Carpinus laziflora アカ シ デ (福田 , 1959) 
Ulmaceae ニレ 科 


** Celtis sinensis var. japonica エノキ (渡辺 , 1952) 


19. Chrysozephyrus aurorinus Oberthtur (アイ ノミ ドリ シジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ ( 林 , 1950; 細野 , 1954: 館山 ・ 小 野 , 1959; etc. ) 
Quercus acutissima クヌギ ( 林 , 1952: 土井 ・ 梅 津 , 1961; etc.) 
Quercus serrata コナ ラ ( 林 , 1952: etc.) 
Ozezczs dentata カン シワ ( 林 1952: 木暮 , 1953: etc.) 
* Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Ozezczs variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Cyclobalanopsis glauca プラ カン (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Pasania Sieboldiana シリ ブ カ ガ ン シ (田中 ・ 若 林 , 1961) 


20. Chrysozephyrus birupa MoosE ( 西 ヒ マラ ヤ 産 , 所 詩 シ ャ ク ナ ゲ ミド リ シ ジ ミ ) 
Ericaceae ツツジ 科 


Rhododendron arborum (W. Himalaya) (Mackinnon & Niceville, 1898) 


21. Chrysozephyrus atazus DousrEpAy && HEwrrsoN (キリ シマ ミド リ シ ジ ミ , ヤグ クシ マミ ドリ シジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 
Cyclobalanopsis acuta アカ ガン シ ( 林 。 1952: 高橋 ・ 滝 田 ・ 河 内 , 1952: etc.) 
C yclobalanopsis salicina var. stenophylla ウラ ジロ ガン シ (白水 , 1959: 田中 ・ 若 林 , 1961: etc.) 
C yclobalanopsis glauca アラ カシ (田中 ・ 若 林 。 1961) 
* Quercus- phylliraeoides ウ バ メガ ン (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus acutissima クス ギ (田中 ・ 若 林 。 1961) 
* Quercus serrata コナ ラ (田中 ・ 若 林 。 1961) 





7) 木村 春夫 氏 に よる と , メス アカ ミド リン シ ジミ の 幼虫 に ミズ ナラ を 与え る と よく 扱 食 し , . サ クラ 類 と ミズ 
ナラ を 同時 に 与え た 場合 に は 全 幼 虫 が ミズ ナラ の 方 に 移り , サク ラ 類 を 食べ な いと と さえ ある と いう . ま 
た 全 幼 虫 期 を ミズ ナラ で 飼育 され た と と が あり , さら に 1952 一 1953 年 頃 に 山形 県 立石 川上 流 で は 野外 で ミ 
ズ ナ ラ 樹 上 か ら 本 種 の 幼虫 を 採集 され た と と が ある と いう 。 
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* Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 

* Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961 ) 

* Quercus mongolica VaT. grosseserata ミズ ナラ (坂上 正弘 氏 , 未 発 表 ) め 
* Cyclobalanopsis paucidentata ツジ グ バ ネガ ン (高橋 ・ 滝 田 ・ 河 内 , 1952) 


22. Hypaurotis crysalus EpwAsps (北米 産 , 所 詩 コ ロラ ドル リア カシ ジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 
Quercus gambelii (N. America) (Ehrlich, 1961) 


23。 Quercusia quercus LrNNE (欧州 産 所 調 ケ ルク スシ ジミ ) 

Fagaceae ブナ 科 
Quercus rofur (Europe) (Frionnet, 1906; Frohawk, 1914: etc. ) 
Quercus pedunculata (Europe) (Frionnet, 1906; Wolff & Krause, 1922;etc. ) 
Quercus sessiliflora (Europe) (Wolff & Krause, 1922) 

Myricaceae ヤマ モモ 科 
Myrica sp. (Europe) (Lederer, 1921; etc. ) 

Oleaceae モク セイ 科 


Frazinus ezcelsior (Europe) (Frionnett, 1906) 


24. Quercusia fujisana MArsUuMuURA (ブフ ブ ジ ミド リ シ ジ ミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Fagus crenata ブナ ( 林 , 1951: etc. ) 
Fagus japonica イズ ブナ (富田 , 1954: 木 林 , 1958: etc.) 
* Quercus acutissima クヌギ (田中 ・ 若 林 , 1961 ) 
* Quercus serrata コナ ブラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Ozezczs variabilis アベ マキ (河原 畑 氏 に よる . 未 発表 資料 ) 


** Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (宇野 , 1960) 


25. Favonius saphirinus STAUDINGER (ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Ozezczs dentata カシ ワリ (松村 , 1907: 林 , 1951: etc.) 
Quercus aliena ナラ ガン シワ ( 林 , 1956: 白水 , 1959: etc.) 
Quercus mongolica モン ゴリ ナラ (Amur) (Graeser, 1888) 
Ozezczs mongolica var. grosseseata ミズ ナラ (沢田 , 1948) 
* Ozezczs variabilis 了 アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus acutissima クズ ギ (高橋 , 1951: 田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Ozezczs serrata コナ ラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Cyclobalanopsis glauca プラ カン (田中 ・ 若 林 , 1961) 


26. Favonius orientalis MURRAY (オオ ミド リ シ ジ ミ ) 
Fagaceae ブナ 科 





(福岡 県 産 ) の 全 幼 虫 期 を 同 地 の 


A 


8) 長野 県 松本 市 の 坂上 正弘 氏 は 1961 年 メー5 月 キリシマ ミド リ シ ジ 
ミズ ナラ で 飼育 され た . 同氏 に よれ ば 摂 食 は 良好 で あっ た と いう. 
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Quercus acutissima クヌギ (名 和 , 1929: 林 , 1951; etc.) 

Quercus serrata コナ ラ (Wileman, 1915: 艇 原 , 1950; etc.) 

Quercus mongolica Yar。 grosseserata ミズ ナラ (大 野 , 1934 河野 ・ 沢 本 , 1938: etc.) 
Quercus dentata カシ ワ (松村 , 1907: 大 野 , 1934: etc.) 

Ozezczs variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 

Ozezczs g7zezg ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 

* Cyclobalanopsis glauca アラ カシ (田中 ・ 若 林 , 1961) 

** Cyclobalanopsis acuta プ カ ガ シ (高橋 ・ 葛 谷 。 1951) 





27. Favonius yuasat SHmROzu (クロ ミド リ シ ジ ミ ) 
Fagaceae ブナ 科 
Quercus acutissima クヌギ ( 林 , 1951: 青沼 , 1952; etc.) 
* Quercus serrata コナ ラ (田中 , 若林 , 1961) 
* Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 


28. Favonius cognatus STAUDINGER (ジョ ュ ョ ウザ ン ミ ドリ シジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (大 野 , 1935: 沢田 , 1949: etc.) 
Ozezczs serrata コナ ラ (柚原 , 1950) 
Quercus dentata カシ ワ ( 林 , 1952) 
Quercus acutissima クヌギ (土井 ・ 梅 津 , 1961: etc.) 
* Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 。 1961) 
* Quercus phylliraeoides ウ バ メガ ン (田中 ・ 若 林 。 1961) 
* Cyclobalanapsis glauca プラ カン (田中 ・ 若 林 , 1961) 














29. Favonius jezoensis MArsuwuRA (エゾ ミド リ シ ジ ミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ ( 林 , 1950: 田中 ・ 若 林 , 1961: etc.) 
Quercus acutissima クヌギ ( 浜 , 1956: 田中 ・ 若 林 , 1961: etc.) 
Quercus serrata コナ ラ ( 関 , 1949: 林 , 1952: etc. ) 
Quercus dentata カン シワ (河野 ・ 沢 本 , 1938: 林 , 1950) 
* Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus aliena ナラ ガン シワ (田中 ・ 若 林 , 1961 ) 
* Cyclobalanopsis glauca ブラ カン シ (田中 ・ 若 林 。 1961) 


30. Favonius latifasciatus SHIROzU HAYAsHr (ヒロ オビ ミド リ シ ジ 


441 


) 
Fagaceae ブナ 科 
(Quercus aliena ナラ ガン シワ (若林 ・ 田 中 , 1958: 川副 , 1960; etc. ) 
* Ozezczs acutissima クヌギ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus serrata コナ ラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus variabilis アベ マキ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
** ま Cyclobalanopsis glauca プラ カン (田中 ・ 若 林 , 1961) 
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31. Favonius ultramarinus FrxsERN (ハヤ シミ ドリ シジミ ) 
Fagaceae ブナ 科 

Quercus dentata カシ ワ ( 林 , 1951: 白水 , 1951; etc.) 
* 〇 zezczs acutissima クヌギ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Ozezczs serrata コナラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus mongolica var. grosseserata ミズ ナラ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus variabilis ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
* Quercus aliena ナラ ガ シ ワ (田中 ・ 若 林 , 1961) 
** Cyclobalanopsis glauca プラ カシ (田中 ・ 若 林 , 1961) 


上 表 に つい て の 説明 , 補足 を 次 ぎ に 一括 し て 掲げ る . 

1) 本 表 で は 食 草 と し て 掲げ た も の に 次 の 3 種 を 区 別 し た . 第 1 は 自然 状態 に お いて 食 草 と な っ て いる も の 
(野外 に お いて その 植物 上 に 卵 或 は 幼虫 が 見 出さ れ , その 植物 に よっ て 完全 に 成育 し , 羽化 する 場合 は と の 第 1 
の も の と し た )。. 第 2 は 自然 状態 で は 現在 まで その 植物 上 に 卵 或 は 幼虫 が 見 出さ れ た と と は な い が , その 植物 の 
み で 全 幼 虫 期 を 飼育 する こと が 出来 , 成虫 に まで な し うる も の (と れ に 該当 する 植物 に は その 名 称 の 冒頭 に * 印 
を つけ た ). 第 3 は 自然 状態 で は 現在 まで その 植物 上 に 卵 或 は 幼虫 が 見 出さ れ た こと は な い が , 飼育 の 場合 に 与 
えれ ば 摂 食 する ( 或 は 摂 食 する こと が ある ) と と が 観察 され た も の で ある . し か し と の 場合 は その 植物 単独 で 全 
幼虫 期 を 飼育 し , 成虫 を 羽化 させ うる と と が 確 め られ て いな いも の で ある (と れ に 該当 する 植物 に は その 名 称 の 
冒頭 に * * 印 を つけ た ). 従来 の 記録 で は 第 2 と 第 3 の 場合 に つい て , その いずれ で ある か を 明確 に 示し て いな 
いも の が 多い の で , ^ 全 幼虫 期 を その 植物 単独 で 飼育 出来 る " こと を 明記 し た 場合 の み 第 2 の も の と し て 採用 し 
だ < 

2) 外国 に お ける 記録 の うち Thecla betulae, Quercusia quercus に つい て は 1) で 説明 し た 第 2 と 第 3 の 場 
合 が 含ま れ て いる か も 知れ な い が , 詳細 が 不明 で ある の で , 一 応 す べ て 第 1 の も の (すなわち 自然 状態 の 食 草 ) 
と し て 掲げ た . 

3) 日 本 以外 で 食 草 の 調査 , 記録 さき れ た も の は 食 草 名 の 後に その 調査 され た 地名 を カッ ュ に 入れ て 示し た . 末 
尾 の カッ ュ コ 中 に 示し た 人 名 年 号 は それ を 記録 し た 女 献 の 著者 及び 年 号 で 参考 の た め に 付記 し た も の で ある . と 
れ は 最初 の 記録 と な る も の , 確実 と 認め られ る も の 或 は 代表 的 な も の か ら 2 一 3 を 選ん で 示し た の で 全部 を 示し 
た わけ で は な い . 

4) 植物 の 学名 は ? 本 田 正 次 , 日 本 植物 名 革 (恒星 社 厚生 開 , 19522 々 に よっ た が , 同書 に 出 て いな いも の 
は , ? 牧 野 富太郎 , 日 本 植物 図鑑 ( 北 際 館 , 1940)/ その 他 に よっ た . 植物 の 科 の 和 名 は 々 六部 省 , 学術 用 語 集 植 
物 学 編 (大 日 本 図書 株 式 会 社 , 1951 う に 従っ た . 

5) ム モ ン ア カシ ジミ は 各種 プ ナ 科 植 物 の 葉 を 食べ る が , 同時 に アプ ブラ ムシ を 多く 摂 食し , アプ ブラ ムシ を 授 ら 
な けれ ば 充分 な 成長 は 見 られ な い . ブナ 科 植 物 の 葉 だ け で 全 幼 虫 期 を 飼育 し , 成虫 を 羽化 させ る と と は 出来 る 
が , その 場合 は 羽化 し た 成虫 は アブ ラム シ を 食べ た 正常 の ゎ も ゃ の に 較べ て 著しく 佑 小 と な る ( 林 , 1956: 館山 ・ 小 
野 。 1959 及 び 木 村 春 夫 氏 の 談 に よる ). また ウツ ウルシ 科 の ッ ウル シ に 産卵 が 観察 され , ウル シ の 樹 上 で ウル シノ アブ 
ラム シン を 食べ て いた 幼虫 が 発見 され た こと も あり (小島 , 1955), ブナ 科 植 物 を 全く 含ま な い ヌ ル デ や シナ ノ キ 
の 林 に 発生 する こと こと も 知ら れ て いる の で ( 林 , 1956, 古田 , 1956 な ど ), ブナ 科 以 外 の 樹木 に も 発生 する と と は 
確実 で ある . ブナ 科 以 外 で 産卵 の 観察 され た 樹種 は ケヤキ , ヤマ ウ ュ ギ ( 関 ・ 青 沼 , 1957), シナ ノ キ , ヌ ル ダ ア 
ツタ モミ ジ (小田 , 1957) アケビ , コ ユ ハ ウチ ワカ エ デ ( 室 谷 ・ 阿 部 , 1962) が ある . 

以上 の 資料 か ら ミ ドリ シジミ 類 の 各 属 と その 幼虫 食 草 ( 餅 ) の 関係 を まとめ る と 第 2 図 の よう に な る . 
Quercusia quercus が モク セイ 科 の Frazinus ezcelsior を 食べ る 記録 は 私 の 知る 限り FsronNwErr (1906) の 著 
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第 2 図 ミド リ シ ジ ミ 類 の 属 と 幼虫 食 草 の 科 と の 関係 

左側 が ミド リ シ ジ ミ 類 の 属 名 , 右側 が 食 草 の 科 名 "CSZzzozzg の 場合 の な その 食餌 と な 
る 昆 虫 の 科 名 を 含む ) で ある . 実線 で 結ん だ も の は 自然 状態 に お ける 食 草 , 破線 で 結ん だ 
も の は 自然 状態 の 食 草 で は な い が ( 或 は 自然 状態 の 食 草 と し て 現在 まで 認め られ て いな い 
が か ), その 科 の 植物 で 全 幼 虫 期 を 飼育 し うる も の で ある . 実線 に は 太線 と 細線 の 二 通 り を 
区 別 し た . すなわち 1 つの 属 の 全 種 が 例外 な く 1 科 の 植物 の み を 食べ る 場合 , 及び 1 つの 
属 に 含ま れる 種 の 食 草 が 2 科 以 上 に 瓦 る と き は その 属 の 基本 的 食 草 と 認め られ る 方 を 実線 

で 結び , その 他 を 細線 で 結ん だ . 


___Branch II 





Branch III 

















書 に 出 て いる の み で , 多く の 文献 に は あげ られ て いな い の で , その 真 偽 に つい て 強い 組 問 が ある の で 特に 第 2 図 
の 作図 か ら 除 外し た . 
ミド リ シ ジ ミ 類 に お ける 幼虫 食性 の 進化 


ミド リン シジミ 類 の 幼虫 食性 に 関す る 現在 の 知識 は と の 終局 的 な 問題 を 考察 する の に 極め て 不 充分 で ある こと と は 
明白 で ある . 特に この 考察 に あたっ て 重要 な 位置 に ある 分 化 の 低い 諸 属 (例え ば Cordelia, Gonerilia, 
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Protantigius, Leucantigius, Ravenna, Euaspa な ど ) の 食性 が 全く 未知 で ある と と は 大 き な 障 害 で ある . 既 
に 示し た よう に 幼虫 食 性 の 判明 し た も の は 世界 に 産 す る ミド リ シ ジ ミ 類 の 28 属 106 種 の うち , 僅か に 18 属 31 種 に 
すぎ な い . 以下 に 述べ る 考察 は 以上 の 僅か の 資料 か ら の 推定 に 過ぎ な い が , と れ が 現在 まで の 資料 か ら 私 に 考え 
うる 限度 で ある . 

ミド リ シ ジ ミ 類 の 系 統 関係 , 幼虫 食性 の 両 資料 か ら 線 合 的 に 判断 し た 結 諭 を 先 き に 言え ば ,。 ブナ 科 食 と モク セ 
イ 科 食 が 基本 的 な も の 考え られ る . と の 両者 が ミド リ シ ジ ミ 類 の 基本 的 食性 で ある こと に つい て は 私 は 現在 , 殆 
ん ど 疑 問 を 持た な い が , この 両者 の 中 で どちら が より 基本 的 な も の で ある か に つい て は , これ を 決定 する 客観 的 
資料 が 現在 の と ころ 極め て 貧弱 で あっ て , 強い 確信 を 持っ て 断定 は し か ね る が , 私 の 感じ で は や は り プ ブナ 科 食 が 
より 基本 的 な る の で ある よう に 感 ぜ られ る . 以下 以上 の よう に 判断 し た 根拠 に つい て 順次 説明 する . 











(1) 第 3 分 枝 に お ける ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 

ミド リ シ ジ ミ 類 の 第 3 分 枝 (第 3 群 ) に は Japonica, Euaspa, Howorthia, Habrodais, lIratsume, 
Teratozephyrus, Esakiozephyrus, Neozephyrus, Chr ysozephyus, Austrozephyrus, Hypaurotis, Quercusia, 
Favonius の 13 属 が 属す る . 以上 の 中 で Euaspa, Teratozephyrus, Esakiozephyrus, Austrozephyrus の 4 属 
は 幼虫 食性 が 未知 で ある が , Teratozephyrus の 1 種 (7. arisanus アリ サン オナ ガ シ ジ ミ ) は 1961 年 6 月 , 
台湾 台中 州 見 晴 付近 に お ける 観察 か ら ブ ナ 科 の カシ の 1 種 を 食べ る と と は ほぼ 確実 で ある と 思わ れる . 残り の 9 
属 に つい て みる と , Japonica, Habrodais, Hypaurotis, Quercusia, Favonius の 5 属 で は その 食性 の 知ら れ た 
全 種 (13 種 ) が ブナ 科 食 で あり , CArysozephyrus で も 食性 の 知ら れ た 4 種 の うち 2 種 (3 種 ) まで が ブナ 科 
食 で ある . と の 第 3 群 の 中 で ブナ 科 食 で な いも の は Cysoze の ZZyzzy の 2 種 (1 種 ), Neozephyrus の 1 種 
Iratsume の 1 種 の 計 3 属 4 種 (3 種 ) の み で , こと これら の 食性 は すべ て ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 で ある と 考え 
られ る . すなわち その 根拠 は 

1) とこ の 分 枝 の 大 部 分 の 属 及 び 種 が 固定 的 な ブナ 科 食 で あり , こ の 系 統 に お いて 最も 分 化 の 低い 属 (Japonzca) 
か ら 最 も 分 化 の 著しい 属 (Favonius, Chrysozephyrus) まで この 食性 は 広範 囲 に た 互 り , 特に この 分 枝 の 最 下方 
に 取り 残さ れ た 属 (zzozzcg) に これ が 固定 的 な 食性 で ある こと - 

2) メス アカ ミド リ シ ジ ミ (Chrysozephyrus smaragdinus) の 自然 状態 に お ける 普通 の 食 草 は サク ラ 燃 
(Prunmus) で ある が , 山形 県 下 で は と の 幼虫 が 自然 状態 で プ ナ 科 の ミズ ナラ で 発見 され た こと が あり 。 飼育 中 
こ ミ ズ ナ ラ を 与え ば よく 扱 食 し , サク ラ 類 と ミズ ナラ を 同時 に 与え た 場合 に は 全部 の 幼虫 が ミズ ナラ の 方 を 選 
び , サク ラ 類 に は いか な いよ うな と と さえ ある と と (木村 春夫 氏 に よる ). と の 事実 は メス アカ ミド リ シ ジ ミ が 
強い 潜在 的 な プ ナ 科 嗜 好 性 を 持っ て いる と と を 示し て いる . 

3) ミド リ シ ジ ミ (NVeozephyraus tazila) の 自然 状態 に お ける 普通 の 食 草 は ハン ノ キ 類 (4xs) で ある が 
飼育 中 に 与え ん ば ブナ 科 の クヌギ を よく 的 食す る と と が 知ら れ て お り , また アベ マキ の み で 全 幼 虫 期 を 飼育 出来 
る . こと の 事実 も 同様 に ミド リ シ ジ ミ に 潜在 的 な ブナ 科 嗜 好 性 の ある こと を 示し て いる , 

4) 第 3 分 枝 中 に お ける ブナ 科 食 以外 の 食性 (バテ 科 食 , ハン ノ キ 科 食 , ハシ バ ミ 科 食 , ヤマ モモ 科 食 , ツ ツ 
ジ 科 食 , マン サク 科 食 ) は 他 の 第 1 分 枝 , 第 2 分 枝 に は 全く 現われ な いか , 或 は 現われ る 場合 は 最も 分 化し た 分 
枝 の 先端 に 位置 する 属 に の みあ ら わ れる . この 事実 は これ ら の 食性 が ミド リ シ ジ ミ 類 と し て は 二 商 的 な , 上 且つ 末 
精 的 な も の で ある と と を 暗示 し て いる . 

5) プ ナ 科 食 は 他 の 第 2 分 枝 で も 重要 な 食性 を な し て お り , 第 1 分 枝 に も 僅か な が ら そ の 名 残り が 見 られ る こと 
と . こと の 事実 は 4) と は 逆 に ブナ 科 食 が 末 栓 的 な も の で な いこ と を 暗示 し て いる . 

以上 の うち , 1) 2) 3) に あげ た 事実 は 第 3 分 枝 に お ける プ ナ 科 食 以外 の 食性 が , ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 
で ある こと を 推定 する 特に 有力 な 資料 で ある . 
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ヨー ロッ パ 産 の Quercusia quercus は ブナ 科 食 の も の で ある が , ヤマ モモ 科 の 1 種 (Myrica sp.) 及び モク 
セイ 科 の だ Frazinus を 食べ る と いう 記録 も ある . と の 記録 の 信 拠 性 に は 疑問 が ある が , それ が 事実 で あれ ば これ 
は 絆 も な く ブ ナ 科 食 か ら の 直接 的 な 転換 で ある . 





(2 ) 第 2 分 枝 に お ける ブナ 科 食 か ら の 一 次 的 転換 

ミド リ シ ジ ミ 燃 の 系 統 図 に お ける 第 2 分 枝 (第 2 群 ) に は Protantigius, Ravenna, Leucantigius, Antigius, 
Wagimo, Chaetoprocta, Araragi の 7 属 が 含ま れる が , と の う ち 食 性 の 判明 し て いる の は 後半 の 4 属 で ある . 
Antigius, Wagimo の 2 属 は ブナ 科 食 で あり ,CAgezo の zoczg。 Araragi の 2 属 は クル ミ 科 食 で , 恐らく と の 両 科 
の いずれ か が て この 第 2 分 枝 の 基本 的 食性 を あら わし て いる も の と 考え られ る . 私 は と の 二 つ の うち , 前 者 ブナ 科 
を この 分 枝 本 来 の 食性 と 推定 する . すなわち その 根拠 は , 

1) オナ ガ シ ジ ミ (Araragi enthea) は クル ミ 科 食 で ある が , ブナ 科 の クヌギ で 全 幼 虫 期 を 飼育 し て 羽化 させ 
うる こと が 知ら れ て お り , 私 自身 で も 飼育 中 に アラ カシ を 与え る と クル ミ と 同 程度 に よく 摂 食す る の を 観察 し て 
いる . これ ら の 事実 は オナ ガ シ ジ ミ が 潜在 的 な ブナ 科 適 応 能 力 を 持っ て いる こと を 示し て お り , これ は さら に ク 
ルミ 科 食 が ブナ 科 食 か ら の 二 次 転換 で ある こと を 吐 示 し て いる . 

2) クル ミ 科 食 は ミド リ シ ジ ミ 類 の 系 統 中 , 第 2 分 枝 の 2 属 の み に あ ら わ れ , 第 1 分 枝 。 第 3 分 枝 に は と の 食 
性 (及び それ と の 関連 を 暗示 する よう な 食性 は 全く 見 られ ず , と の 事実 は 消極 的 な が ら ク ルミ 科 食 が ミド リ シ 
ジミ 類 の 食性 と し て は 末 栓 的 な も の で ある と と を 吐 示 し て いる . 

















シ ジミ (Shirozua jonasi) に も その 名 残り と 思わ れる ブナ 科 食 が 見 られ る と こと と. 
以上 の よう な 根拠 か ら 第 2 分 枝 の 基本 食性 は ブナ 科 食 で あり , クルミ 科 食 は それ か ら の 二 決 的 転換 で ある と 思 
われ る . 


(3) 第 1 分 枝 に お ける 基本 食性 

ミド リ シ ジ ミ 類 の 第 1 分 枝 (第 1 群 ) に は 8 属 が 含ま れる が , この 中 で 食性 の 知ら て れ て いる の は 6 属 で ある . 
と の 6 届 の うち Ussuriana, Coreana, Artopoetes, Laeosopis の 4 属 は 固定 的 な モク セイ 科 食 で , この 食性 は 第 
1 分 枝 の 中 で 最も 優位 を 占め る . こと の 分 枝 の 中 で 明らか に モク セイ 科 食 で な い の は , 第 1 分 枝 中 の 一 つの 細分 枝 
に 含ま れる Shirozua, Thecla の 2 属 で ある . SAzzozzg と Thecla の 2 属 は 形態 的 根拠 か ら 見 て 疑 も な く 最 
も 密接 な 近 縁 関係 に あり , 系 統 的 に は 後者 は 前 者 より 分 化 の 程度 が 高く , Srozua は より 分 化 の 低い も の か ら 
hecla に 至る 系 統 発達 の 中 間 の 側枝 を あら わす も の と 考え られ る . 77ec/g 属 は ミド リ シ ジ ミ 類 分 布 園 の 中 で 
最も 北部 に 偏っ た 分 布 を 示し て いる が , それ に 含ま れる 2 種 の 食性 は と も に バラ 科 食 で 。 第 1 分 枝 の 優位 な 食 草 
で ある モク セイ 科 食 と は 直接 的 な 関係 は な い . Thecla の と の 食性 は より 分 化 の 低い Shirozua の 食性 を 考え る 
と , 第 3 分 枝 に 見 られ た CAhrysozephyrus の 場合 と 同様 な ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 で ある と 考え られ る . 
SAzozzg の 唯一 の 代表 種 で あ る へ モン ア カシ ジミ は , ミド リ シ ジ ミ 類 と し て は 例外 的 な 半 肉 食性 を 示す 唯一 
の 種 で , この 肉食 性 は 多 も な く ミ ドリ シジミ 類 の 基本 的 な 食性 で は な く , 二 決 的 な も の に 過ぎ な い . と の 幼虫 は 
アプ ラム シン と 併せ て 同時 に その アプ ラム シ の 寄生 する ブナ 科 の 菜 を 食べ る . と の 幼虫 は アプ ラム シ を 与え ず に ブ 
ナ 科 だ け を 与え て 成虫 まで 飼育 する こと と が 出来 る が , その 場合 は アブ プラ ムシ を 与え た 場合 に 較べ て 発育 が 悪く , 
辛うじて 成虫 に まで な る 程度 の 修 小 な 個体 し か えら れ な い . し か し ム モ ン ア カシ ジミ を ブナ 科 の み で 飼育 出来 る 
と いう こと と は 重要 な 事実 で 。 と に に ブナ 科 食 の 明瞭 な 名 残 を 見 る 、 

ム モ ン ア カシ ジミ の 発生 は 通常 は プ ナ 科 の 樹木 に 限ら れる が , と き に は ブナ 科 以 外 の 樹木 に 発生 する と と も る 確 
実 で ある らし い . 現在 まで ブナ 科 以 外 で 幼虫 が 発見 され た の は ウル シ 科 の ウル シ だ け で ある が , プ ナ 科 を まじ え 
ぬ ヌ ル デ ぅ シナ ノ キ の 林 に も 本 種 の 発生 が 認め られ て いる の で , こと これら に も 幼虫 が 発生 し て いる と と は ほぼ 確実 
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で ある . ウル シ の 場合 に は その 樹 上 に 寄生 する アブ ラム シ を 食べ て いた と と が 観察 され て いる . 

以上 の 資料 か ら ム モン アカ シジミ の 食性 の 由来 を 考察 する と , は じ め ブ ナ 科 食 の も の が その 分 化 の 過程 に お い 
て その 生活 する 樹 上 に 寄生 する アプ ブラ ムシ を 的 食す る よう な 生態 的 変化 を 起 し て , こと の 食性 か 獲 替 され た も の と 
思わ れる ,. シジミ チュ ツウ 科 の 幼虫 は 純 植物 性 食 の も の で あっ て も , 強い 肉食 性 を 潜在 し て お り , と の 事実 は 飼育 
中 の 共 食 を 見 れ ば 本 解 する こと が 出来 よう . シジミ チョ ツ 科 に お ける 肉食 性 は その 系 統 と は 直接 的 な 関係 は な 
く , その 色々 の 群 の 分 化 過 程 に お いて 発生 し て いる が , と れ は シジミ チョ ウ 科 幼虫 本 来 の 潜在 的 肉食 性 の あら わ 
れ で あろ う . ム モ ン ア カシ ジミ が ブナ 科 以 外 の 樹木 に と き に 発生 する こと は 確実 で ある が , そし て その 場合 に は 
幼虫 は アプ ラム シ の ほか に これ ら の 樹木 の 葉 も 食べ る に 相違 な い が , と これ は アブ ラム シ 捕 食性 を 仲介 と し た 三次 
的 な 食性 の 転換 で あろ う . 

以上 の 事実 か ら 第 1 分 枝 の 食性 を 大 きく 考え て みる と , その 食性 は ? モ クセ イ 科 食 ” と ? ブ ナ 科 食 か ら の 二 次 
的 な 転換 食性 の ニ つ に 帰着 させ る と と が 出来 る . 以上 の うち の いずれ が 第 1 分 枝 の 基本 的 食性 で ある か の 推定 
は 容易 で は な い . モク セイ 科 食 の 4 属 の うち , 3 属 は 系 統 樹 の 分 化 の 第 1 段階 に 含め た よう に 極め て 分 化 の 程度 
の 低い 層 で , この 事実 は モク セイ 科 食 が 第 1 分 枝 の 基本 的 食性 で ある と と を 暗示 し て いる よう に みえ る が 。, 一 方 
この 考察 に あたっ て は Skirozua に 直接 の 関係 を 持ち も, それ より さら に 分 化 の 程度 が 低く , 上 記 ト ネリ コ 科 食 
の 3 悦 と 同一 の 発達 段階 に ある Cordelia の 食性 が 未知 で ある と と を 考慮 に 入れ る 必要 が ある . 私 の 以上 の 
Shirozua- Thecla 群 の 食性 の 分 化 の 解析 が 正しけれ ば , また 論議 の 根拠 と し た 系 統 関係 が 訓 っ て いな けれ ゆば 
Cordelia の 食性 は ブナ 科 食 を の も の で ある か , 或 は それ か ら の 直接 的 な 転換 食性 で な けれ ば な ら な い ・ 

現在 の と ころ, 私 は 3 ミド リ シ ジ ミ 類 の 第 3 分 枝 , 第 2 分 枝 の 食性 が ブナ 科 食 を 基本 と し て , それ より 二 次 
的 に 発達 し た と いう 前 記 の 考察 と , 2) 第 1 分 枝 の 中 に も ブナ 科 食 が 残存 し て いる 点 , 及び 3) ミド リ シ ジ ミ 類 
の 中 で は 最も 低い 発達 段階 で と り 残 され た Japonica の 食性 が ブナ 科 食 で ある こと か ら 。 第 1 分 枝 の 基本 食性 は 
プ ナ 科 食 で あり , その 分 化 の 初期 に お いて その 1 分 枝 が モク セイ 科 食 に 転換 し とれ が その 系 統 の 固定 的 な 食性 に 
な っ た と 考え た い . 

チュ ウ セ ン メ スプ カシ ジミ (Thecla betulae) は バラ 科 の ほか , カバ ノ キ 科 , ハン バ ミ 科 , ヤナ ギ 科 を 食べ る 記 
録 が ある が (と これら の 記録 は や や 疑問 が ある ) う , と これ が 真実 で あれ ば , こと これ は 恐らく バラ 科 か ら の 三次 的 食性 転 



































換 で ある う . 
以上 の 考察 を 全体 的 に まとめ て 模式 的 に 示す と 第 3 図 の よう に な る . 
と の 第 3 図 に 示し た と ころ を 結論 的 に 要約 する と 
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第 3 図 ミド リ シ ジ ミ 類 の 幼虫 食性 の 進化 想像 図 
( 右 枝 が 系 統 図 の 第 1 分 枝 。 中 央 上 分 枝 が 第 2 分 枝 , 左 枝 が 第 3 分 枝 を あら わす . 太 
線 は ブナ 科 食 の 範囲 を 示す )-. 
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1) ミド リ シ ジ ミ 類 の 基本 食性 (祖先 豆 は それ に 近い も の の 食性 ) は プ ナ 科 植 物 で あっ た . 

2) ミド リ シ ジ ミ 類 系 統 樹 の 第 1 分 枝 ( 群 ) に お いて 起 っ た ブナ 科 食 か ら モ クセ イ 科 食 の 転換 は その 分 化 の 低 
い 段 階 すなわち ミド リ シ ジ ミ 類 の 系 統 分 化 の 初期 に 起 っ た も の で ある . 

3) 第 1 分 枝 の 最高 位 に 位置 する Tkecla の 食性 (バラ 科 食 ) は , ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 で ある と 認め ら 
れる . 

4) アプ ラム シン を 食べ る Sgzozzg の 食性 は プ ナ 科 食 か ら の 二 次 的 変化 で あり , さら に ウル ン シ 科 その 他 の プ ナ 
科 以 外 の 樹種 に 発生 する の は アブ ラム シ を 仲介 と し た 三次 的 な 転換 で ある . 

5) 第 2 分 枝 に 起 っ た ブナ 科 食 か ら ク ルミ 科 食 へ の 二 次 的 転換 は , Araragi と Chaetoprocta に お いて 別個 
に 発生 し た と 考え られ る . それ は と この 両 属 は 同一 群 に 属す る が , プ ナ 科 食 を は さん で か な り 離 れ た 位置 に ある か 
ら で あ る . 

6) 第 3 分 枝 の 中 で Favonius, Quercusia,Chrysozephyrus な ど は 高度 に 分 化 し た 属 で ある が , これ ら の 食性 
は 基本 的 な プ ナ 科 食 を その 系 統 発達 の 過程 に お いて 持続 し て きた も の と 考え る . マン サク 科 食 ,。 カバ ノ キ 科 食 
バラ 科 食 は すべ て その 系 統 発達 の 終端 に 近く 獲得 され た ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 で ある . 

7) 第 1 分 枝 の hkecla に み ら れ る ブナ 科 食 か ら の バラ 科 食 へ の 二 決 的 転換 , 第 3 分 枝 の Chrysozephyrus 
に み ら れ る 同様 の 転換 は , 別 の 系 統 に お いて 起 っ た 食性 進化 の 平行 現象 で ある . 

追記 本 文 提出 後に 川 刑 昭 人 氏 よ り 同 氏 が 数 年 前 に ウラ クロ シジミ の 全 幼 虫 期 を クヌギ で 飼育 され た と と を 開 
いた . と の 事実 は 前 記 の 私 の 推定 (ウラ クロ シン ジミ の マン サク 科 食 が ブナ 科 食 か ら の 二 次 的 転換 で あら うと い 
う ) に つい て 有力 な 一 資料 と な る と 思わ れる の で 追記 し て お く . な お と の 事実 は p.153 の ウラ ロク シジミ の 食 
草 一 覧 及び p.158 の 第 2 図 に は 含ま れ て いな い . 興味 ある 資料 を 教示 され た 川 刑 氏 に 感謝 する . 

















Résumé 


The evolution of feeding-habits of Iarvae of the Thecline butterflies was considered collectively 
by the following points. 

1) Food-plants for larvae of respective known species in nature。 

2) Food-plants with which larvae can be reared for their whole instars in the ]aboratory, but 
the plants never recognized as food in nature. 

3) Phylogenetical relationships among genera of the butterflies given by T. SHrR6zU and H. 
YAwawMoro (1957). 

According to my consideration,a supposed ancestral form of the Thecline butterflies might 
have been a Fagaceae-feeder, and this feeding_habits are wide spread among the living Thecline 
genera. The other feeding-habits on the Oleaceae, Rosaceae, Juglandaceae, Hamamelidaceae, 
Betulaceae, Ericaceae and some aphids among the Hiving Thecline species may be the results of 
Secondary changes from the Fagaceae. In the course of differentiation of the Thecline butter- 
flies, the changes of feeding-habits to the Oleaceae might have been evolved in an earlier 


period, and such habits are preserved in Ussuriana, Coreana. Artopoetes, etC. 


NII-Electronic Library Service 





